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じ
ら
れ
る
子
ど
も

○
人
と
の
か
か
わ
り
が
少
な
い

と
感
じ
ら
れ
る
子
ど
も

○
言
葉
が
遅
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
子
ど
も

○
身
体
の
動
き
に
不
自
由
の
あ

る
子
ど
も　

な
ど

※
保
護
者
や
担
任
の
先
生
、
特

別
支
援
学
校
の
教
育
に
関
心

の
あ
る
人
も
参
加
で
き
ま

す
。
ま
た
、
保
護
者
の
み
の

見
学
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
内
容
＝
体
験
学
習
又
は
校
内

見
学

●
応
募
方
法
＝
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直

接
持
参
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
鹿
屋
養
護
学

校
事
務
室
に
あ
る
ほ
か
、
電

話
で
も
請
求
で
き
ま
す
。
ま

た
、
鹿
屋
養
護
学
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●
応
募
期
限
＝
10
月
16
日（
金
）

※
こ
の
見
学
会
は
、
特
別
支
援

学
校
へ
の
就
学
を
勧
め
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

鹿
屋
養
護
学
校

☎
０
９
９
４-

44-

５
１
０
９

　
０
９
９
４-

44-

５
２
３
９

●
対
象
者
＝
高
等
学
校
卒
業

（
見
込
者
を
含
む
）
若
し
く

は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
る
者

●
訓
練
期
間
＝
２
年

●
募
集
期
間
＝
10
月
５
日（
月
）

〜
23
日
（
金
）

●
選
考
日
＝
11
月
９
日
（
月
）

●
選
考
会
場
＝
入
校
を
希
望
す

る
高
等
技
術
専
門
校

●
選
考
方
法
＝
筆
記
試
験
、
面

接
試
験

※ 

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
４-

44-

８
６
７
４

宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
６-

53-

０
２
０
７

鹿
屋
養
護
学
校
見
学
会

（
体
験
学
習
）
の
参
加
者
を

募
集　

●
日
時
＝
11
月
５
日
（
木
）　

９
時
〜
12
時

※
教
育
相
談
を
希
望
の
場
合

は
、
13
時
20
分
〜
14
時
20
分

●
対
象
者
＝
幼
児
及
び
小
・
中

学
校
に
在
籍
し
て
い
る
次
の

よ
う
な
児
童
・
生
徒

○
発
達
に
遅
れ
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
子
ど
も

○
情
緒
が
不
安
定
で
あ
る
と
感

【問い合わせ】
　県レクリエーション協会　☎ 099-255-0225
　市民スポーツ課（6階）　   ☎ 0994-31-1139

●
場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

１
階
パ
ソ
コ
ン
学
習
室

●
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
勤
労

者
又
は
退
職
者

●
定
員
＝
各
20
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

●
参
加
費
＝
各
１
，
０
０
０
円

●
応
募
方
法
＝
直
接
来
所
又
は

電
話
で
応
募
す
る
か
、
参
加

希
望
日
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、所
属
団
体
（
企
業
）

名
を
記
入
の
う
え
、
ハ
ガ
キ

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
10
月
16
日（
金
）

※
必
着

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

〒
８
９
３-

０
０
０
７

鹿
屋
市
北
田
町
３-
３-
24

（財）
鹿
屋
市
中
小
企
業
勤
労
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
４-

40-

９
９
３
１

　
　

０
９
９
４-

40-

９
９
３
２

県
立
高
等
技
術
専
門
校
一

般
選
考
に
よ
る
入
校
生
を

募
集　

●
募
集
学
科

①
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校
＝
電

気
設
備
科

②
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
＝

室
内
造
形
科
・
建
築
工
学
科

●
募
集
人
数
＝
各
科
20
人

経
営
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
生

を
募
集

●
日
時
＝
10
月
22
日
（
木
）　

14
時
〜
16
時
30
分

●
場
所
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所
会

議
室

●
内
容
＝
様
々
な
ク
レ
ー
ム
の

事
例
か
ら
、
企
業
と
し
て
の

ク
レ
ー
ム
対
応
ノ
ウ
ハ
ウ
を

実
習
を
通
し
て
学
ぶ

●
講
師
＝
大
井 

澄
子 

氏

　
（
㈲
オ
フ
ィ
ス
オ
オ
イ
代
表
）

●
定
員
＝
60
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

●
聴
講
料
＝
無
料

●
応
募
方
法
＝
電
話
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

鹿
屋
商
工
会
議
所

☎
０
９
９
４-

42-

３
１
３
５

「
勤
労
者
の
福
祉
向
上
の

た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

参
加
者
を
募
集　

●
日
時

○
初
級
研
修
＝
10
月
24
日（
土
）

10
時
〜
15
時

○
中
級
研
修
＝
10
月
25
日（
日
）

10
時
〜
15
時

【問い合わせ・応募先】
　鹿屋市ファミリー・サポート・センター
　（市社会福祉協議会内）　☎ 0994-44-2277

FAXFAX

№ 種目名 会　場
1 ドッジボール 市体育館
2 お手玉

市武道館
3 真向法体操
4 フォークダンス
5 日本民謡
6 レク・ダンス
7 マジックアート 市武道館会議室
8 スポーツチャンバラ 市第２武道館
9 フライングディスク 野里運動広場
10 ペタンク 鹿屋中央公園サッカー場兼ソフ

トボール場11 ターゲット・バードゴルフ

12 ネイチャーゲーム 鹿屋中央公園サッカー場兼ソフ
トボール場周辺

13 ティーボール 鹿屋中央公園野外ステージ
14 グラウンド・ゴルフ かのやグラウンド・ゴルフ場
15 ジャズ体操 市中央公民館レクレーション室
16 武術太極拳 市中央公民館視聴覚室
17 鹿児島県余暇開発

串良Ｂ＆Ｇ体育館
18 ３Ｂ体操
19 ソフトバレーボール 串良平和アリーナ
20 凧揚げ 平和公園陸上競技場
21 カントリーボール 平和公園周辺

22 ニュースポーツコーナー コミュニティセンター吾平振興
会館大ホール

23 デイキャンプ 大隅青少年自然の家
24 サイクリング 鹿屋市周辺
25 ユニカール

東串良町総合体育館26 インディアカ
27 エアロビック
28 スポレック 錦江町中央公民館
29 バウンドテニス 錦江中学校体育館

●第 25 回県民レクリエーション祭の参加者を募集●

●日　時　10月25日（日）８：30～15：30
　　　　　※小雨決行
●対象者
　 　子どもから大人まで経験・未経験を問わ
ずどなたでも参加できます。

●参加料　　無料
　※№ 23は材料費が１人 500 円必要です。
●応募期限　　10月９日（金）
　※ 応募方法は各種目により異なります。詳
しくは、お問い合わせください。

　爽やかな秋空のもと、県内全域から参
加者が集まり「第 25 回県民レクリエー
ション祭」が肝属地区で開催されます。
　ぜひ、ご参加ください。

ファミリー・サポート・センター会員を募集

●応募資格
○利用会員＝市内に居住し、原則として小学生（障
害のある子どもは 18歳）までの子どもを養育し
ている人で子育ての手伝いを希望する人
※市外から市内に通勤する人や妊娠中の人も会員
になれます。
○サポート会員＝市内に居住し、心身ともに健康
で子育て支援に意欲のある 20歳以上の人
○両方会員＝利用会員、サポート会員をかねる人
◆センターの実施する講習会（1回）を受講する必要
　があります。
◆入会金・年会費は無料です。
●報酬＝利用会員は、サポート会員の援助活動に対
　して報酬を支払います。
　平日＝ 600 円／時間
　土・日・祝日・夜間＝ 700 円／時間

●援助活動の主な内容
　育児支援＝次のときなどに子どもを預かります。
○保育施設等までの送迎時
○学校の放課後又は学童保育終了後
○子どもが軽度の病気の場合
○冠婚葬祭又は他の子どもの学校行事
○買い物等外出時　など
　※子どもを預かる場所は原則として「サポート会員」
の家で行い、宿泊を伴う援助は受けられません。

　家事支援＝産前産後の会員に対して行います。
○掃除、洗濯、買い物など、家事の援助
●応募方法＝電話でご応募ください。

　ファミリー・サポート・センターとは、育児又は家事の援助を受けたい人と、援助を行いたい人が会員になり、
会員同士が育児等に関する相互援助活動を行う組織です。年間を通して会員を募集しています。ぜひ、ご応募
ください。
●鹿屋市ファミリー・サポート・センターのしくみ

利用会員 サポート会員

鹿屋市ファミリー・
サポート・センター

打ち合わせ・サービスの提供

利用料金の支払い

援助依頼申込み
サポート会員の紹介

援助依頼

援助活動
報告書提

出


